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１． 研究課題 

地球温暖化対策に関しては、IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の報告書に示さ

れているように、省エネルギーなどの温暖化緩和策に加え、温暖化に適応するための対策

も並行して推進することが重要である。とりわけ、居住環境や建築環境において人間がど

のように環境へ適応するかに関する知見を整理し、適応可能な環境手法を開発していく必

要がある。このような背景のもと、本研究では住宅・建築環境における快適性や知的生産

性に着目し、環境適応策を検討するための実証的研究を進める。申請者はこれまで、長期

大型プロジェクトのもとで、「室内空気質と熱的快適性に関する研究」として、シックハウ

ス・シックビル問題への対応、東日本大震災後の節電環境下における室内環境評価、なら

びに病院における感染制御に関する研究を実施してきた。これらの成果を基盤としつつ、

今後は新たに「ウェルネス」の視点を取り入れ、研究をさらに発展させる。具体的には、

オフィス空間において知識創造活動を支えるため、ワーカーの知的生産性を損なうことな

く、建築物の低炭素化を同時に実現する手法の開発を目指す。また、単に快適性・健康性

を確保するだけでなく、積極的に健康増進を促す住宅・建築環境、すなわち「ウェルネス

建築」のあり方に関する提案にも取り組む。これらの研究は、脱炭素社会と健康社会の双

方に貢献するものであり、社会的意義が極めて高いと考えている。加えて、近年の新型コ

ロナウイルス感染症の影響を踏まえ、2020年度からはオフィスにおける感染症対策のあり

方に関する実態調査・研究も開始しており、感染リスク低減と環境快適性の両立を目指し

た検討も進めている。 

 

２． 主な研究成果 

１）体温調節モデルに関する研究 

２）放射冷暖房を用いた建築物の実測評価 

３）ウエルネスオフィスに関する実測調査 

４）ABW(Activity Based Working)に関する研究 

５）新型コロナウイルス感染症がオフィスワークに与えた影響 
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 Yiming Xiang, K Amada, A K Mishra, Shin-ichi Tanabe , L Fang , P Wargocki, Performance Assessment 

of Gas-phase Portable Air Cleaners, Indoor Air 2024, 2024 

 Yoriaki Nitta, Masanari Ukai, Kazuki Aono, Shin-ichi Tanabe, Kentaro Kimura, Akihiro Shimizu, Naoki 

Aizawa, Daisuke Hatori, Yuka Mutoh, Atsushi Takamuku, Dynamic Thermal Pleasure in an Office with 

Personal Environment Comfort Systems, Indoor Air 2024, 2024 

 Yuki Takeda, Minami Seto, Shin-ichi Tanabe, Mikio Takahashi, Kazuki Wada, Tomoko Tokumura, Hiroki 

Takahashi, Naoki Shinohara, Analysis of Activity-Based Office Worker Selection Behaviour and Reasons 



for Working in an Office , Indoor Air 2024, 2024 

 

５． 研究活動の課題と展望 

順調に研究が行われた。特に新型コロナウイルス感染症に関する影響に関しては国際共同研

究も行った。コロナ後にはさらにウエルネスやウエルビーイングに注目が集まっており、さ

らに研究を継続する。人的資本の観点からもワークプレイスの役割が重要になっている。2025

年度からは ZEBと統合して研究の効率化を図る予定である。 

 


